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Ⅰ. 農家用選別計量機

の歴史
調製機分野は、農業機械の中で
も早くから機械開発と改良が行
われてきました。かつての選別
作業は、刈取り・はざ掛け等の
自然乾燥後、脱穀した籾とワラ
くずなどを選別する作業と、籾
摺り後の玄米と籾・籾殻などを
選別する作業がありました。こ
れらを選別するため、唐

とうみ

箕、ふ
るい、揺

ゆ

すり板
いた

などが使われて
いましたが、大変手間のかかる
作業でした。

　選別計量作業は、玄米の品質を高め適正に流通させるための大切な作業です。籾摺り後の玄米には、未熟粒、
被害粒、異物などが混入しているため、これらを除去し整粒歩留を上げることが重要となります。また、公正に、
そして適正に流通させるため、所定の重量になるよう正確に計量し、袋詰めしなければなりません。選別計量
作業は長い時間をかけて一生懸命作ったお米の評価を決める最後の作業ともいえます。良い機械を選定し、そ
の機械を十分理解した上で作業することが大切です。現在、多くの農家では、乾燥・籾摺りの後工程で厚さ選
別を行い未熟粒・死米等の厚さの薄い粒を取り除いています。しかし、整粒と同じ大きさのカメムシ等の被害粒、
着色粒は厚さ選別だけでは除去できません。そこで、光選別機を導入し、被害粒・着色粒を除去する農家も徐々
に増えています。

1. 選別機
(1) 選別作業

　お米が田んぼで収穫されてから

食卓にのぼるまで、様々な調製

作業が行われます。その工程で

夾
きょうざつぶつ※1

雑物を取り除いたり、籾摺り後

に籾と玄米を分けたり、さらには

粒の大きさを揃えるために未熟米

を取り除いたりと様々な選別作業

が行われます。昔はこれらが全て

手作業で行われていました。脱穀

した籾から夾雑物を取り除き、籾

を選別するには、箕
み

や籾
もみとお

通しが

使われました。籾摺りしたものか

ら籾や玄米を選別するには、箕

や唐
とうみ

箕が使われました。また粒の

大きさを揃えるための選別には、

ふるいや揺
ゆ

すり板、万
まんごく

石が使わ

れました。

　昔は、生命を維持するための

食糧であったお米ですが、時代と

ともに「味」や「見た目」が求め

られるようになりました。その「見

た目」を良くするため、様々な選

別機が開発されていきました。

図 2：唐箕

図 1：箕

※ 1（夾雑物：わら、ぬか玉、石など）
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(2) 米選機の登場

　江戸時代になると粒の大きさを

揃えるための選別機が使われるよ

うになりました。江戸時代から昭

和 40 年代まで、縦線米選機（万

石通し）が使われていました。こ

れは、篩
ふるい

の機能を発展させたもの

で万石通しとも、千
せんごく

石通しとも言

われました。木枠に金網を張った

大きな篩を傾斜させ、選別したい

穀物を上から少しずつ落とし、網

目の大きさより小さな穀物を選別

しました。網目より小さいものは

金網の下に落ち、大きいものは金

網の上を下まで滑り落ちるしくみ

になっています。籾と玄米の選別

や、玄米中のくず米や精米中の

砕米の除去など、網や傾斜角度

を変えてさまざまな選別に利用さ

れました。また供
※1

出のときなど、

良い米を選別する必要があるとき

は、米の大きさに合わせて滑りよ

い縦線だけ張ったものを用いまし

た。
(3) 選別機の開発

　当時の縦線米選機は、スキや

クワなどと同じいわゆる「農具」

の一種でした。米選機は傾斜角

度の調節に熟練を要した他、能

力も低く、お米の投入を高いとこ

ろから行うため、人が持ち上げな

くてはなりませんでした。これら

を改良し、1971 年農業機械と

して初めて選別機（ライスグレー

ダー・WS）を開発したのがサタ

ケです。ホッパより投入した摺り

米は内蔵され回転している筒状の

選別網に入ります。選別網には多

数の長穴があいており、この穴よ

り大きい整粒は選別網内部に残

り整粒排出口に到達します。横

型で投入口を低くし、選別する

粒の大きさに合わせて選別網を取

り替えるだけで、誰でも簡単に選

別作業ができます。この選別機

は、全国米麦改良協会に推奨さ

れ、多くのお客様に愛用されまし

た。本社工場では生産が間に合

わず、同じ製品を東北佐竹製作所

で生産し、年間約 10 万台が生産

されていました。工場の前に機械

の完成を待つトラックの列ができ

たという話もあります。

２．計量機
(1) 計量作業

　昔はお米の量を表すのに重さ

ではなく、容積で表していました。

今でも「石
こく

」、「斗
と

」、「升
しょう

」、「合
ごう

」

は使うことがあり、計量作業は枡

で行い、枡が体積を計量するため

の測定器として使われていました。
(2) 計量機の登場

　お米の計量が重量となってから

は竿
さおばかり

秤が使用されていました。選

別作業後、袋に玄米を詰めては

竿秤で計量し、調節を繰り返して

60kg にする、という作業を行なっ

ていました。選別作業が機械化さ

れ、作業効率が上がっても、計量

作業が追いつかない、という問題

が発生しました。そこで、選別機

と連続して計量できる自動計量機

の開発が行われました。1972 年、

玄米を計量し袋詰めする自動計量

機（パックヘルパー・ES）が発売

され、計量作業の省力化に貢献

しました。

３．選別計量機の誕生
　選別機と計量機、それぞれの

機械を購入することは、農家にとっ

て大きな負担でした。選別機と計

量機はセットで使用するものなの

で、一体化できないか？という発

想から開発されたのが現在の選

別計量機です。サタケでは 1985

年、ライスグレーダーを横型から

縦型にし、自動計量機と一体化し

た選別計量機（グレードパッカー・

AGP）を開発しました。ＡＧＰは

お米を上から下へ自然な流れで選

別する方式（自然流下方式）を採

用し、肌ずれや傷をつけない、お

米にやさしい選別で高い評価を得

ました。

※ 1（供出：お米を農協に出荷すること）

図 3：万石通し 図 4：枡 図 7：竿秤

４．選別計量機の今
　登場以来さまざまな改良が行

われてきた選別計量機ですが、最

新の製品でも選別網の穴の大き

さで整粒と未熟粒を分ける選別

部の基本原理はほとんど変わって

いません。しかし、現在の選別

計量機の（ネオグレードパッカー •

NPA）では、インバータを搭載し

選別網の回転数を変化させること

で、選別網を交換しなくても選別

率を任意に変化させることが可能

になりました。基本原理のほとん

ど変わらない選別部に比べ、計

量部は電子機器の発達に合わせ

るように進化してきました。発売

当初、分銅をのせる台秤だった計

量機は現在、電子式のロードセ

ル計量機となり、だれでも簡単、

確実に正確な計量ができるように

なりました。また、計量値を表示

する表示部もカラーグラフィック

表示となり、計量値だけでなく、

電圧、現在の時間当たりの処理

量、累計袋詰め数なども表示さ

れ、より便利に進化してきました。

図 5：ライスグレーダー（WS) 図 6：パックヘルパー（ES) 図 8：グレードパッカー（AGP)

図 9：ネオグレードパッカー（NPA)
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1）長さ選別

　円筒状の選別板の内側に無数

のくぼみがあり、選別板が回転す

ることによりそのくぼみに入りきら

ない粒は低い位置で落下し、くぼ

みに入った粒はより高い位置まで

持上げられ落下します。その落下

位置の違いを利用して選別してい

ます。整粒と砕粒等の選別ができ

ます。

2）幅選別

　幅が関わる選別方法のひとつ

に選別網を通す方法があります。

選別板に無数の穴があり、その

穴を通過するかどうかで選別して

います。

3）厚さ選別

　厚さが関わる選別方法を利用

したものに米選機があります。選

別板に無数の穴があり、さらに粒

の向きを揃えるような工夫を施し

ています。厚さで選別板の穴を通

過するかどうかで選別しています。

登熟具合で厚さが異なってきます

ので、未熟のものとの選別ができ

ます。
②比重選別法

1）振動選別

　粒体には、緊密な結合力がな

いので、これに揺動作用を与える

と、粒体の 1 粒 1 粒が水分子の

ように流動的に動きます。埋没し

ている比重の軽い物体に浮力を与

えることで表面に移行する性質が

あるのを利用し、穀粒を容器中

で適当に揺り動かして比重の大き

い整粒を残し、雑穀等の夾雑物

を分離する方法です。

2）風選別

　風力を利用し、比重の大きな粒

を手前に、表面積の大きい比重

の小さなものを遠く、比重の順に

吹き分ける方法です。

Ⅱ . 選別計量機の構造

と原理
選別方法と計量方法、一般的な
方法の紹介と選別機・計量機の
構造と原理を説明します。

選別機の種類

ふるい

はめ合い選別機

気流選別機

遠心力選別機

摩擦選別機

磁力選別機

光選別機

大きさ

○

○

○

-

△

-

-

形状

○

○

○

○

△

-

-

比重

△

-

○

-

△

-

-

選 別 因 子

表面の性質

△

-

○

-

○

-

-

磁性

-

-

-

-

-

○

-

色彩

-

-

-

-

-

-

○

表 1　選別因子と選別機の種類

○…選別機と因子の関係が深いもの　△…選別機と因子の関係が浅いもの　-…選別機と因子の関係がないもの

図 10　粒大選別法

１．選別機の構造と原理
　穀物の物理的性質のうち、選

別に利用される因子は次の通りで

す。特に初めの３つの因子による

選別は比較的容易で多く処理で

きるため、これらを利用した選別

機が多く使われています。

(1) 大きさ

(2) 形状

(3) 比重

(4) 表面の性質

(5) 磁性

(6) 色彩

(7) その他

実際の選別機は、これらの因子

中のいくつかを組み合わせて利用

しています。表 1はその組合せの

一例です。
(1) 選別方法

①粒大選別法

　粒の大小を網目の大きさによっ

て同大の粒に区分する方法です。

出典：関西支部から見た農業機械技術の発達 ,2001.7.15
図 11　比重選別法
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土うすが中国から伝来
万石（穀粒の選別機）の発明
唐箕が中国から伝来
ロール式籾摺器発明

衝撃式籾摺機の発明（岩田式）
米選器の考案

米選器の普及
衝撃式籾摺機本格的普及

ロール式籾摺機（すり落し型）普及開始
同脱ぷ部・万石部・昇降部の結合

ロール式全自動籾摺機本格的普及
自動万石装置の開発

揺動式万石の発明
縦型唐箕の普及（種子用）
機械的自動制御機構の採用（籾摺機）
揺動式万石（施設用）の普及
粒厚選別機開発
光学式選別機の輸入
長さ選別機（インデントセパレーター）開発・普及
粒厚選別機の農家用普及
回転式横型選別機　ライスグレーダー（WS06）発売
計量機　パックヘルパー（ES06）発売
衝撃式（インペラ）脱ぷ機の開発
空気波動式万石の開発
国産光学式選別機の普及
粒長式（インデント）万石の普及

電子制御籾摺機
（センシング・コンピュータ採用の全自動化）
選別計量機　グレードパッカー（AGP）発売
縦型選別機　ライスグレーダー（VG40）発売

選別計量機　グルメパッカー（GPA）発売

選別計量機　ネオグレードパッカー（NPA）発売
インバーター搭載選別計量機
ネオグレードパッカー（NPA32）発売

穀物調製技術発展の年譜
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気信号に変換する変換器のことで

す。計量機の上に物をのせると、

天板を支えている部品が重さによ

り変形します。この変形を歪み

ゲージを使った回路で電気信号に

変換します。その電気信号を質量

に変換します。

(2) 計量機（パックヘルパー・ES）

の構造

　計量機（パックヘルパー・ES）

はホッパ、揚穀機、タンク、シャッ

タ、台秤で構成されています。台

秤で重量を設定し、紙袋を台秤

の上に置き、ホッパより穀物を投

入します。タンク出口のシャッタ

を開け計量を開始します。設定重

量に近づくとシャッタが閉じ計量

完了となります。紙袋を入れ替え、

同様に続けて計量作業を行ない

ます。

３．選別計量機の構造と原理
　選別計量機は、選別部、計量

部、揚穀部で構成されています。

最近の選別計量機にはインバータ

を搭載したものもあります。
(1) 選別部・揚穀部

　縦型になった選別部は、投入

口（ホッパ）、選別網、スパイラ

ル、排出口で構成されています。

自然流下方式と揚穀方式があり

ます。選別計量機（グレードパッ

カー・ＡＧＰ）で採用した自然流

下方式は、上部の投入口（ホッパ）

より玄米を入れ、選別網とスパイ

ラルの隙間を通って下方へ移動し

ます。このとき、玄米はスパイラ

ルにより、選別網に押さえつけら

れます。下方に移動した玄米は、

揚穀装置により、計量機タンクに

搬送されます。

　揚穀方式は、下方の投入口よ

り玄米を入れ、選別網と回転する

スパイラルの隙間を通って上方へ

押し上げられます。このとき、玄

米はスパイラルにより、選別網に

押さえつけられます。上方に持ち

上げられた玄米は、計量機のタン

クに移動します。選別網より外に

出た玄米は、未熟粒排出口より

機外へ排出されます。流量と選別

率の関係は、自然流下方式は流

量が多い方が選別率が向上しま

す。しかし、揚穀方式は流量が

増加すると選別率が低下する傾

向があります。自然流下方式では、

玄米を計量タンクに搬送する工程

が必要ですが、揚穀方式は選別

をしながら玄米を搬送するため、

揚穀部を省略できる、というメリッ

トがあります。
(2) 計量部

　計量部は、タンク、シャッタ、

秤で構成されています。選別部よ

り排出された玄米をタンクに一時

的に溜め、シャッタを開ける（手動）

ことにより排出し、紙袋に整粒を

受け、計量します。シャッタは 2

段になっており、設定量付近で 1

段目のシャッタを閉じ（自動）、玄

米の流量を絞ります。設定重量に

なると 2 段目のシャッタが閉じ（自

動）、計量完了となります。1980

年頃までは分銅を使用した秤を

使っていましたが、現在ではロー

ドセルを使用した電子秤を使って

います。現在、サタケの取扱って

いる農家用選別計量機としては、

35kg タイプと70kg タイプがあり

ます。
(3) インバータ機能

　選別網は品種等により、都度、

網を取り替えなければなりません。

うるち玄米では、標準で 1.75mm

から 2.00mm まで 0.05mm 刻み

で選別網があります。しかし、選

別網では微妙な選別ができませ

ん。インバータで選別網の回転

数を変えることにより、選別状況

を変えることができます。従来あ

る選別網ではできなかった、微

調整ができるようになり、最大で

取付けてある選別網サイズの１ラ

ンク下の選別網で選別したときの

効果が得られます。これにより、

選別状況を確認しながら、整粒

の排出が多い場合にはその玄米

に合わせた選別作業ができます。

③粒形選別法

　粒の形状をくぼみ又は溝などに

よって同形の粒に区分する方法で

す。
④遠心選別法

　穀粒等に遠心力を与えて重い粒

は遠くに、軽いものは手前に落と

して選別する方法です。
⑤摩擦選別法

　表面の性状や粒の形状の相違

による摩擦係数の違いやその方

向性などを利用し選別する方法で

す。
⑥磁性選別法

　穀粒中に混入している各種の

鉄片を磁力によって選別する方法

です。
⑦光選別法

　穀粒の色彩の相違により色の

反射率の相違を電気的に感知し

て選別する方法です。

　選別機は以上のような方法を

組合せ、選別を行ないます。サタ

ケの開発した選別機（ＷＳ）は粒

大選別法を利用しています。整粒

歩合を高めるため、玄米の整粒と

未熟粒等のより厚さの薄い、小さ

い粒を選別しています。
(2) 選別機（ＷＳ）の構造

　投入口（ホッパ）、選別網、排

出口で構成されており、選別網は

わずかに傾斜しています。選別網

は丸型や多角型になっており、回

転するようになっています。投入

部 ( ホッパ ) より投入された玄米

は、回転する選別網に入り、選

別網の網目より小さいもの ( 未熟

粒、死米など ) が選別網の外へ

排出されます。玄米は選別網が回

転することにより、網の内壁に沿っ

て持ち上げられ落下します。玄米

を選別網に押さえつける力は、玄

米が落下する力と遠心力です。わ

ずかな傾斜により、徐々に玄米は

下方に移動し、最後まで網の中

に残った玄米が整粒（良品）にな

り整粒排出口より出ます。選別網

より外に出たものは、未熟米排

出口より機外へ排出されます。

２．計量機の構造と原理
(1) 秤の種類

①天秤

　一本の棒の中心を支点とし、棒

の両端に皿をつるし、片方に量り

たい重さの分銅をのせ、もう片方

に量りたいものをのせ量ります。
②竿秤

　一本の棒と一つの分銅で重さ

を量ります。棒に目盛りがあり、

支点を目盛りに合わせ、量りたい

ものをもう片方につるし量ります。
③ロバーバル機構の秤

　それまでのつるす、または、つ

るした皿にのせて量るのではなく、

両端の上に皿があり、その上に

量りたいものをのせて量る機構で

す。この機構の原理は台秤のほ

とんどすべてに応用されています。

また、単一のロードセルで皿を支

える商用電子秤にもこの原理を応

用しているものが多くあります。
④フックの法則を利用したバネ秤

　バネに量りたいものをつるして

量ります。
⑤ロードセルを利用した秤

　ロードセルとは、物の重さを電

図 13　２段選別模式図図 12　回転式米選機（横型 WS06)

シュートを流れてきた米を2種類のセンサ
（NIRセンサ、CCDセンサ）でチェックし、不
良品をエジェクタからエアーを噴射し選別
（除去）します。
•NIRセンサ
近赤外線センサ、ガラスや石・樹脂など無機物を検出

•CCDセンサ
可視光センサ、しらたや着色粒を検出

•エジェクタ(ノズル)
エアを噴出し不良品を選別(除去)

NIRカメラ

CCDカメラ
CCDカメラ

シュート

蛍光灯

バックグラウンド

エジェクタ
（ノズル）

ハロゲンランプ
不良品

良品

サタケ独自のマルチ選別
《CCD＋NIR》

光選別方式

選別網

ホッパ

スクリュコンベア整粒排出口

未熟粒排出口
1段目シャッタ
2段目シャッタ
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Ⅲ . 現在の選別
お米選びの条件は、「安心」・「安
全」で「美味しい」、「見た目
が良い」、「納得の価格」です。

図 14：ネオライスグレーダー（NVG32A）設置例

1. 光選別機による被害粒除去
　これまで述べてきた選別計量

機は、粒の大きさを揃える選別を

行い、決められた重さに計量する

ものでした。この作業は、お米

の等級を決める上で重要な作業

でした。これまでの調製作業はこ

の工程で終了でしたが、近年もう

１つの選別が必要とされています。

それが光選別です。

　お米の販売が自由化され、農

家から直接お米を購入する、いわ

ゆる産直米が定着してきました。

お米に対する消費者の目が日増し

に厳しくなり、石や異物はもちろ

んのこと、少しでも黒い部分のあ

るお米は敬遠されるようになりま

した。インターネット、農産物直

売所など生産者と消費者の顔と

顔が見える関係での売買は、信

頼関係が重要な要素になります。

　産直米を販売する農家は、石

や異物除去にとどまらず、被害粒

の除去も行うことが一般的になり

つつあります。これができるのは、

光選別法を採用した選別機です。

サタケは農家向けに小型の光選

別機と昇降機をユニット化した商

品など販売しています。

2. 中米の選別
　各都道府県が推奨する良質米

づくりの流れを受け、選別網の

網目は大きくなる傾向にあります。

例えば、これまで 1.75mm で選

別していたお米を 1.85mm で選

別するようにしたとき、選別網の

下に出るお米が増加します。そ

の中には、今までは整粒として扱

われていたものも多く含まれてい

ます。これらは、粒が小さいだけ

で、屑米として扱うにはもったい

ないお米です。この 1.75mm か

ら1.85mm の間のお米を中米と

して選別し、少し安い価格で販

売する、自家消費用にする、等

の利用がされています。サタケに

は中米選別用にネオライスグレー

ダー（NVG）があります。

タンク

指示計

バルブレバー

精品排出口

計量器

袋キーパ

屑米排出口

モータ

張込ホッパ

スパイラル

金網

スパイラル金網

精品

屑米

原料は、金網と回転するスパイラルの
間を通って上側に送られます。大きさの
小さい屑米は金網の穴から外側に排
出され、内側に残った精品だけがタン
クに送られます。

選別の仕組み

ロードセル
電線

歪みゲージ

計量器の中にはロードセルと呼ばれる
計測器が入っています。計量器に重
量がかかるとロードセルが変形します。
その変形を歪みゲージで電気信号に
変換し、重量を測定します。

計量の仕組み

原料原料

籾摺機選別計量機
金網目幅：1.90mm

NVG32A
金網目幅：1.80mm

整粒米整粒米 中米中米 屑米屑米

マジックソーター小型光選別ユニット
しらた、着色粒、もち米中のうる
ち米はもちろんのこと、透明・乳
白色の樹脂、ガラス、石なども選
別可能です。

5チャンネル、10チャンネルの
光選別機に張込ホッパ、残留レス
昇降機、30kg入タンク、ベース
をセット。
光選別機で原料に混入した着色
粒を確実に選別します。

型 式

能 力
（玄米精選）

電 源

GSK5C

80kg/h

単相 100V

GSK10C

160kg/h

単相 100V

型 式

能 力
（白米精選）

電 源

RMGS70AM

最大 0.5t/h

単相 100V

RMGS140AM

最大 1t/h

単相 100V

RMGS210AM

最大 2t/h

単相 100V

選別計量機構造図（揚穀方式）
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型 式

能 力
（玄米精選）

電 源

GS5880AIS

最大 2.7t/h

単相 220V

GS8820AIS

最大 4.4t/h

単相 220V

システム営業企画課　TEL/082-420-8720　FAX/082-420-0003
お問合せはこちらへ

　高品質な米を生産しなければ生き残れない
時代になり、大規模農家や生産組合などいわ
ゆる「担い手」の方々にとって光選別機は必
需品になりつつあります。以前から米の品質
を上げるため、光選別機の導入を検討する農
家は決して少なくありませんでした。ただ、

検討された農家のほとんどが「欲しいけど高
くてね・・・」と光選別機の価格の高さで導
入を断念する方が多かったのも事実です。、
やはり導入の一番のネックは価格の高さでし
た。サタケはこの問題を解決すべく従来機よ
り価格を３～４割抑え、米選機のように籾摺
機と直結して使える新型の光選別機オプティ
カルソーターを今年１月に発表、発売開始し
ました。
　オプティカルソーターは、業務用籾摺機
（5～8 インチ）に適合した機種を取り揃えて
おります。（P26に関連記事あり）

適合した性能と低価格を実現！
大規模農家向けに

リニアイメージセンサ

１．小型化
　農家で昔から使われている作業

場のスペースは限られいます。作

業場は機械の保管場所も兼ねて

おり、作業する時には機械を外に

出し、作業スペースを確保しなけ

ればならないところも少なくあり

ません。かつて、別々だった選別

機と計量機は一体化により小型

化しました。籾摺機とも一体化で

きればさらなる小型化も可能とな

ります。一台で籾摺り、選別、計

量ができれば、設置スペースも少

なくてすみます。

２．省力化
　農家では、30kg の紙袋が一

般的に使用されています。選別計

量機で計量した紙袋は一袋一袋

を人力で計量機から下ろし、紐を

結んでいます。高齢化が進み、こ

の作業が大きな負担となっていま

す。また、その作業が間に合わな

いために、前工程の籾摺機や選

別計量機の能力を上げられない、

という現状もあります。選別計量

後に結束まで自動化がされれば、

さらに省力化できます。

３．高性能化・複合化
　現在の選別計量機において整

粒の歩留を高めるためには網目の

小さい選別網で選別します。この

方法では外観や食味が整粒とお

なじでも厚みが薄い整粒は未熟

米へ選別されてしまいます。しか

しこれからは、これまでの選別網

を使った厚さ選別に替わり、、光

選別技術を使った選別を行なえ

ば、選別網の網目から外へ出て

いた小さいが登熟した粒が整粒

として選別できるようになります。

さらに取り除くことができなかっ

た腹白・心白粒の除去も可能にな

ります。また、光選別技術との融

合により、これまでのいくつかの

機器 ( 整粒選別、光選別、石抜

き等 ) の性能を兼ね備えた選別

計量機が誕生するでしょう。

　現在、玄米の検査による２等

以下への等級落ちの理由の多く

は、着色粒、心白・腹白の混入

となっています。これを解決する

には、現在の厚さ選別ではなく、

光選別技術による選別が不可欠

となります。光選別機能を取り入

れた選別計量機が実現すれば、

光選別機でカメムシによる被害粒

や着色等、厚さ選別では、除去

できなかったものが除去できるよ

うになります。産直米を販売して

いる農家にも朗報ではないでしょ

うか。

4. 最後に
　今、お米の業界は大変厳しい

競争にさらされています。生産者

は無農薬米、有機米、良食味米、

こだわり米など他とは違った高品

質なお米を消費者に提供できるよ

う懸命に努力しておられます。そ

のようなお米をサタケは高い品質

のまま消費者にお届けできるよう

な製品を提供すべく努力してまい

ります。サタケはお客様の夢を実

現する企業であり続けるよう取り

組んでまいります。
Ⅳ. 選別計量機の展望
今、安価で高性能は、あらゆる
製品に求められる要求事項で
す。農家用選別計量機も例外で
はありません。高性能でかつ使
いやすくなければなりません。
サタケは納得できる価格で納得
できる性能を有し、簡単操作の
選別計量機を開発すべく、日々
取り組んでいます。

高性能は低価格
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「食育」に関する法律
食育基本法は食生活の乱れ、

生活習慣病の増加、食の安全へ

の関心の高まりや食料需給率の

低下等の問題を受け、2005 年 6

月に成立しました。翌 2006 年 3

月には食育推進の基本的な方針、

目的を定めた「食育推進基本計

画」が作成されています。この基

本計画では計画期間を 2006 年

度から 2011 年度までの 5 年間

と定め、その間の具体的な数値

目標を定めています（表 1）。

その 他に重要な指 針として、

2000 年 3 月に制定された食生

活改善のための具体的な指針で

ある「食生活指針」、それに基づき、

望ましい食事のとり方やおおよそ

の量を示した「食事バランスガイ

ド」などがあります。（図 1）

「食育」という言葉を皆さんも一度は耳にされたことがあるのではないでしょうか。「食育」は、食育基本法
（2005 年 6 月成立）の中で「生きる上での基本であって、知育、徳育及び体育の基礎となるべきもの」であ
り「様々な経験を通じて『食』に関する知識と『食』を選択する力を習得し、健全な食生活を実践することが
できる人間を育てる」ことである、と説明されています。生活習慣病や伝統的な食文化、安全・安心への意
識など、我々が直面している「食」に関する問題の多くは、国民自らが行動しなければ解決しません。もちろん、

「食」の生産者である、農業の役割は重要です。本稿では「食育」と農業の関わり、農業関係者に期待される
役割についてまとめてみました。

身近で取れた物を食べる
では食育と農業はどのように関

係しているのでしょうか。

世界の先進国の多くも、日本

の食事バランスガイドのような

資料を作成し国民の健康増進を

図っています。しかし日本の食生

活指針の中には、他の国にない

ユニークな項目が含まれていると

いいます（食育・食生活指針の情

報センター HPより）。その一つが

「食文化や地域の産物を活かし、

ときには新しい料理も」という項

目です。

食に関わる問題の一つに食料

需給率の低さ（カロリーベース

で 40%。先進国では最低レベ

ル）があり、また、地域の伝統

食、食文化はその地域に暮らす人

や環境に最も適するよう長年の

項目 現状値 H22 年目標
食育に興味を持っている国民の割合 70% 90%

朝食を欠食する国民の割合 子供 4%、
20 代男性 30%

子供 0%、
20 代男性 15%

学校給食における地場産物を使用する割合 21% 30%
「食事バランスガイド」などを参考に食生活を送っている国民の割合 — 60%
内臓脂肪症候群（メタボリックシンドローム）を認知している国民の割合 — 80%
食育の推進に関わるボランティアの数 — 20%増
教育ファームの取組がなされている市町村の割合 42% 60%
食品の安全性に関する基礎的な知識を持っている国民の割合 — 60%

推進計画を作成・実施している自治体の割合 — 都道府県 100%
市町村 50%

食育の歴史
「食育」と聞くと非常に新しい言

葉に聞こえますが、その起源は意外
にも100 年以上も昔のことです。食
育という言葉を造語したのは明治時
代の陸軍漢方医、石塚左玄という人
物で、その著書『通俗食物養生法』

（1898 年）の中で「今日、學童を持
つ人は、體育も智育も才育もすべて
食育にあると認識すべき」と述べて
います。100 年の年月を経ても、「食」
の重要さは変わらず、という事でしょ
うか。この石塚の言葉はほぼそのま
ま食育基本法の中に生かされていま
す。

知恵の積み重ねがあると考えられ

ています。食育基本法でも「食育

は、わが国の伝統のある優れた

食文化、地域の特性を活かした

食生活、環境と調和のとれた食

料の生産とその消費等に配意し、

表 1　食育推進の目標値（農林水産省ホームページより） サタケ「お米の学校」

当社では食育に関する取組みとして「お米の学校」を開催しています。この
お米の学校は主に小中学生を対象とし、米を栽培し食卓に上るまでの作業・加
工について分かり易く説明するとともに、体験学習を行うというものです。参
加した児童・生徒からも「籾から白いご飯に変わるまでの様子が良くわかった」

「ご飯の良さを改めて感じた」等のコメントが寄せられています。私たち日本人
の主食である米について子供たちが理解を深
め、より一層ご飯を食べてもらうために、今後
も活動を続けていきます。（お米の学校につい
ての詳細は、サタケホームページをご覧下さい
　URL: http://www.satake-japan.co.jp/）

（中略）農山漁村の活性化と我が

国の食料需給率の向上に資する

よう、推進されなければならない。

（第 7 条）」と書かれています。

栄養バランスさえ取れていれば

調整加工済みの食品や安価な輸

入作物ばかり食べていても良いと

いう訳ではありません。安全、安

心な食物を選択し､ 生活環境に

適した食習慣を維持するために

は、農産物がどのように生産され、

流通し、食卓に上るかの知識が

欠かせないのです。食育の推進

は地産地消など、地域農業の振

興と軌を同じくするものです。

農業関係者に期待されること
さらに食育推進基本計画では

農業の重要性を次の 3 点から指

摘しています。

①食を生み出す場としての農林

漁業に関する理解が重要である

②農林水産物の生産、加工、

流通の現場は食育を進める上で

貴重な場である

③食料の生産は自然の恩恵の

上に成り立っており、自然との共

生が求められる

このように食育の推進の中で

農林水産業が果たす役割は小さ

くありません。具体的な施策とし

て、生産者と消費者との「顔が見

える」関係を構築するための交流

や、子供を中心とした体験活動

の推進、地産池消活動、バイオ

マス利用等が提言されています。

食に対する感謝
現在、世界には栄養不足人口

が約 8 億 2 千万人もいると言わ

れています（FAO, 2006）。一方

で、日本では毎年膨大な食料が

廃棄されいます。食育基本法でも

「日々忙しい生活を送る中で、人々

は、毎日の『食』の大切さを忘れ

がち」であり、「自然の恩恵や『食』

に関わる人々の様々な活動への感

謝の念や理解を深める」べきであ

ると指摘しています。

「食」という行為を川下とした

時、その川上である「食」の生産（農

業）を抜きに食育を語ることは出

来ません。今こそ日本の農業に対

する国民の理解、関心をより一

層高めていくために、ひいては今

後の農業振興のためにも、農業

関係者からの積極的な情報の発

信が求められているのではないで

しょうか。

身土不二（しんどふじ / しんどふに）

「身土不二」はもともと仏教用語で
すが、石塚左玄の一派により、自分
の足で歩ける範囲で取れた食材を食
べるのが、人間の健康に良い影響を
及ぼすという思想を表すために使わ
れました。食育基本法の中でも、地
域との環境に根ざした地域の「食」
の多様性と豊かな味覚や文化が失わ
れることに危機感を示し、推進目標
値の中に学校給食における地場産物
の利用率上昇を取り込んでいます。図 1　食事バランスガイド（農林水産省ホームページより）
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近年、2001 年の JAS 法改正をはじめ、米を取り巻く環境が激変しました。
消費者の米に対する見る目は厳しくなり、その流れは精米工場から共乾施設・
生産者へと波及しています。そうしたなかで、コンタミ防止・トレサビリティー
に対応し、さらに安定した自動運転が可能な最新型の籾摺調製装置、『ハス
クマスター』（精選乾燥籾で 4 〜 5t/h）を開発しました。

1. コンタミ防止機能が充実

カラータッチパネルを採用し、見やす
く、分かりやすく、操作しやすくなりま
した。故障対応時はエラー表示機能に
つき異常個所・メンテナンス手順をタッ
チパネルに表示します。さらに、トレサ
ビリティー機能を搭載し、運転履歴の
追跡が可能となりました。タッチパネル
にロット情報を入力後、運転を開始し
ます。オプションで、荷受データと籾摺
データを照合できるトレサビリティーシ
ステムが構築可能です。

2.トレサ対応、エラー表示の装備で操作が安心

3. 高機能で能力が安定

ロール部への籾供給にフィーダと平シュー
トを採用し、安定した籾摺能力を発揮しま
す。微振動するフィーダで流量バランスを維
持し平シュートへの籾供給量を自動調整し
ます。さらに平面状のシュートを装備してい
るため、籾を薄層均一にロール部へ供給し、
常に安定した状態での自動運転が可能とな
りました。

お問い合せはこちらへ

営業管理課　TEL/（082）420-8549  FAX/（082）420-0003

ハスクマスターは、海外向け大型籾摺機
の技術を取り入れ、昨今話題になっている
コンタミ・トレサビリティーに対応した新型
籾摺調製装置です。今回の開発に伴い籾摺
機・風選機・籾選別機を一新し、籾摺・選
別性能の向上とコンタミ対応を実現しまし
た。特に籾摺機は、平シュートによって米

の方向を揃えた状態で籾摺を行うため、従
来機に比べ格段に安定した性能を発揮しま
す。また各所に自動制御を新たに組み込んで
おり、操作・メンテナンス性が向上しており
ます。サイズも従来機との入替えを前提にし
て設計していますので、既存物件の更新も可
能です。

安定した性能をお試しください開 発 者 の声

米を取り巻く環境の変化に対応

頼
よりおか

岡　誠
せ い じ

治技術本部

コンタミ・トレサ対応　ハスクマスター（共乾施設向け）

▲平シュート

安全な製品を籾摺・出荷
するため異品種・異物混入
防止の機能を各所に装備し
ています。昇降機下部・ス
クリュ部のエアーブロー機
構で、ロット終了時の機内
残留米を除去し、コンタミ
を防止します。さらに、籾
選別機に大きい石・木片な
どを機外排出する異物除去
機構、製品排出部にはマグ
ネットを装備し、異物除去
にも対応しています。

▲エアーブロー機構

▲コンタミ防止のフロー

▲カラータッチパネル

お問い合せはこちらへ

食品事業部　TEL/（082）420-8562  FAX/（082）420-0861

鵜
う の き

木　麻
ま い こ

衣子

食品事業部
管理栄養士

マジックライスは従来、非常
食として大変注目されてきました
が、発芽玄米サラダは日常の食
事として召し上がっていただける
商品として、他の料理にも合う
ように味や栄養機能の面にこだ
わって企画しました。お米は発
芽玄米ですので食物繊維やギャ
バを豊富に摂取することができ
ます。また野菜やきのこなどヘ
ルシーな具材を選び、和風のノ
ンオイルドレッシングを使用して
いますので、健康が気になる方
におすすめです。「サラダ感覚の
ごはん」という新・食感、ぜひ
あなたもお試しください！

発芽玄米をドレッシングで！
サラダ感覚で召し上がれ！！

発芽玄米の「プレミアムマジックライス」

欧米には、“ライスサラダ”というごはんをサラダとして食
べる文化があります。ふっくら精白米に比べ、独特の食感
をもつ玄米はサラダにぴったり。
食感やにおいから主食に玄米を食べるのは苦手、という方
にもこのレシピなら美味しく玄米を楽しめます。
毎日の食卓に。新しいごはんのレパートリーが広がります。

今回は原料に発芽玄米を使用
しているので、白米（ごはん）の
もちもちとした食感ではなく、玄
米の特有の粒感をどのように実
現させるか、何度も何度も炊飯
加工試験を繰り返しました。今
まで経験値のある白米加工に比
べると大変苦労しましたが、加
水量や乾燥温度などを調整しな
がら、目指していたものが出来
上がりました。玄米を家庭で炊
飯（調理）するのは、面倒だと
思っていらっしゃる方も多いと思
いますが、この「発芽玄米サラダ」
はそんな方にも手軽に玄米を召
し上がっていただけます。

1. 作り方は簡単！お湯を注ぐだけ 3. 発芽玄米サラダの独特の食感は、

　 まさにアルデンテ！！

2. 発芽玄米のマジックライス！

開 発 担 当 の声 生 産担 当 の声

玄米炊飯にかかる、長時間浸漬や圧力鍋などを使っての、
面倒な調理はいりません。お湯を注ぐだけの簡単調理、仕
上げにドレッシングをかければでき上がり。手軽に発芽玄米
を楽しめます。

発芽玄米には、食物繊維をはじめ
注目の栄養成分・ギャバや各種ミネラ
ル分も豊富に含まれています。

☆ 食物繊維 ：　３．5 ｇ
☆ ギャバ ：　６．６ｍｇ

※発芽玄米マジックライス「野菜ときのこ」１食の場合

芯が残ったかための食感がお好みの方は、お湯を注いで
１５分のしっかりアルデンテ、より柔らかい食感がお好みの
方はお湯を注いで２０分でふっくらアルデンテ。発芽玄米の
粒感を楽しめます。

井
い ぐ ち

口　敏
としかず

一

「野菜とえび」調理例

食品事業部

「野菜とえび」 「野菜ときのこ」肉・魚料理のつけあわせにも！

美味しいサプリメント！

HPS100KE



●アマランサス ● リサイクルチップ（工業原料）

● 玄米 ● レンズ豆

原料

良品

不良品

原料

良品

不良品

原料

良品

不良品

原料

良品

不良品

豆・ナッツ類・樹脂の不良品、異物
を除去。高感度CCDセンサを駆使し、
0.4mmの小さな点も見逃しません。

豆類、プラスチックなど、色合いの差
が小さい不良品の選別に対応。ベル
トコンベア方式で幅広い選別原料に
対応します。

CCD センサによるしらたや着色粒の
選別に加えて、NIR（近赤外）センサ
によるガラスや石などの選別ができま
す。

その他（各種種子、ソバ、ゴマ等）

の試験 実績があります。変わった

ところでは、海産物、チューイン

ガム、岩塩等の試験依頼もあり 

ました。手（目視）選別をしてい

るが、人手が不足している・人件

費がかかる・品質が安定しない・ 

小さな着色も選別が必要…。古

代米を生産しているが、異品種の

混入がある。等々 お客さまのお

困りのことを、お近くの支店・営

業所にお問合せ、ご相談ください。
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　サタケでは、加工・選別試験サー

ビスの一環として、光選別機によ

る選別試験を実施しています。光

選別試験は、種々の穀物中から

着色粒および異物を選別する試

験です。また、穀物に加えて樹脂

ペレットや金属等の選別試験も

可能です。これまでに、米（玄米、

白米、古代米、長粒種等）、麦（小

麦、大麦、ビール麦）、雑穀（キ 

ビ、ヒエ、アワ、アマランサス等）、

豆類（大豆、小豆、ウズラ豆等）、

プラスチック関連（プラスチック

ペレット、ポリエステル樹脂等）、

主要使用機器と試験例

お問い合せはこちらへ

詳細につきましては、お近くの支店・営業所または、営業管理課（TEL/082-420-8549）までお問合せください。

様々な原料の選別技術に挑戦！

対象となる主なサンプル

担 当 者 の声

黒大豆 アーモンド

干しぶどう

良品 不良品

良品 不良品

良品 不良品

大豆 手亡

金時

良品 不良品

良品 不良品

良品 不良品

プラスチック 銅

良品 不良品 良品 不良品

良品 不良品

小麦

玄米

良品 不良品

白米

良品 不良品

透明ガラス

色ガラス

樹脂

石

セラミック

NIR（近赤外線）により
除去できる異物の例

食品や様々な製品に異物
が混入することは大きな
問題となります。原料中
の不良品はもちろん、異
物の除去も行います。

白米中から
透明ガラスを
識別できるNIRカメラ

現在、お客様からの選別試験依頼は年間約
２００件以上に及んでおり、年々増加しています。
依頼を受ける原料も非鉄金属片、樹脂ペレットな
どの食物以外のものから、岩塩、昆布、煮干、し
らす、ポテトチップス、マカロニ、乾燥野菜等々、
従来の米麦や豆以外の食品分野での依頼が増加の
一途を辿っています。これらの原料は私たち担当
者も初めて選別試験をするものがほとんどで、色
彩パターンの基本調査からはじめなければなりま
せん。試行錯誤を繰り返しながら何時もお客様が
満足されるような結果を求めて試験に取り組んで
います。色々と苦労が絶えませんが選別試験の結
果がお客様に評価され受注につながったときすべ
てが報われます。

選別試験結果の詳細データを添付して
報告します。

お客様にお渡しする
選別試験結果の報告書例

選別対象物サンプル

東原 良広

選別試験担当

と う は ら よ し ひ ろ
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Q. 御社のモットーについてお聞か

せ下さい。

　平成１２年に九州の地元卸３社
が合併し誕生した翔薬は、健康
を願うすべての人々の信頼に応え
る企業を志向し、医薬品や医療
関連商品の安定供給を通して広く
社会に貢献することをモットーと
しています。このような中で、患
者さんにとって医療食品も不可欠
な商品と位置づけ、その普及・推
進に努めています。

Q. 御社の強みは？　
　本年の㈱スズケンとの事業統
合で九州全域を網羅するネット
ワークが構築されたこと、同社が
持つ様々な情報を医療の現場に
提供できることです。また、医療
食品の分野では、専任スタッフと
して栄養士を各営業部に配置し、
専門的で細やかなアドバイスがで
きることも大きな強みと言えるで
しょう。また、医療機関・高齢者
福祉施設において、医療食品や
栄養に関する講演会、説明会を
開催し、高い評価を得ています。

Q. マジックライスを取り扱うきっ

かけは？　
　私共は医薬品の供給が主な事
業ですが、関連商品として医療食
品も積極的に取り扱っています。
昨今の地震など大きな自然災害

の発生に備えて「非常食」の提案
を行ってきました。災害が発生し
たら、医療の現場には人が集中し
ます。そうなれば、入院患者や医
療スタッフの食事の確保が不可欠
です。災害時にも、容易に且つ安
心して食べられる非常食を検討し
た結果、「マジックライス」を取り
扱うことになりました。病院に入
院されている患者さんの中には、
お粥食の方も多く、非常食でも
お粥タイプの商品を求めるニーズ
があります。そういった現場の声
も、日々の営業活動の中でサタケ
さんの営業担当者にお伝えしてお
り、この度サタケからお粥の非常
食が発売されたことで、お粥食を
待ち望んでおられる方々に、嬉し
い報告ができそうです。　

お客様 INTERVIEW
インタビュー

　サタケのマジックライスは非常食としてたくさんの企業、病院、施設などで備蓄されています。その背景には、
「食」のエキスパートである栄養士さんが、マジックライスの栄養価や美味しさに着目され企業や病院などに非
常食として勧めていただき、販売を広げてきたことが挙げられます。今回のテイスティお客様インタビューは、
九州で食品・医薬品の卸会社として事業を展開されている株式会社 翔薬と株式会社 ハウディです。どちらの会
社も栄養士さんが多数活躍されており、非常食としてマジックライスを勧めていただいている会社です。そこで、
両会社の栄養士の方にお話を伺ってきました。

営業本部 営業推進グループ 医療食品推進担当
重徳 修 部長

「スタッフ全員女性で十人十色。彼女
たちが自分の個性を活かしながら現
場で存分に活躍できるようフォロー
するのが私の役目」と語る、栄養士
さんたちの頼れるリーダーです。

　九州の医薬品卸として、大学病院
や総合病院をはじめ医療機関や調
剤薬局に医薬品・医療関連商品を
販売する㈱翔薬。平成１８年１０月、
全国展開する㈱スズケンと経営統
合、本年１月には同社の九州エリア
の営業を譲り受け、新生“翔薬”と
して新たなスタートを切られました。

本社：福岡市博多区山王２－３－５
設立：平成１２年（株式会社九薬、株式会
　　　社平田天命堂、伊東薬品株式会社が
　　　合併し誕生）
資本金：880,000,000 円
従業員：1300 名
URL：http://www.shoyaku.com
事業内容：医薬品卸    
医薬品、医療材料、診断薬、医療機器の
販売等

会社概要

　いつもは、各県の営業部で多忙な毎日を送られている栄養士のみなさん。
月一回の会議では、栄養士さんが一同に会し、市場動向や新商品の情報
交換を行っているそうで、その様子はとても真剣かつ華やか、賑やかだそう
です。以前、お粥商品の紹介に伺った時も、おひとりおひとりからたくさん
の質問を受けました。お客様に提案する商品だからこその厳しく、かつ真剣
な目で評価されていました。バイタリティに溢れ、活躍している姿に、私た
ちもパワーをもらえたような気がしました。

編 集 後 記

栄養士が順番に担当し、毎月発行し

ている情報誌です。お客様が必要と

しているテーマ選びを最優先に、季

節や社会の動きにあわせて、特集を

組み、編集しています。お客様の「心

のビタミン剤」になればと思っていま

す。とても大変ですが、作成すること

で、自分自身も勉強になり、レベルアッ

プできていると感じています。

　

長崎営業部　医療食品担当

古関　慶子　栄養士　
病院や施設で困ったとき
には相談してほしい！頼
れる存在になりたい！

北九州営業部　医療食品担当

藤原　亜弥　栄養士　

患者さんにとって今、何
が必要なのか、何を求め
られているのかを第一に
考えた仕事をしたいです。

福岡営業部　医療食品担当　

森下　明子　栄養士

お得意先にも患者さんにも喜
んでいただける仕事を、これ
からもし続けたいです。

佐賀営業部　医療食品担当

原口 知子 管理栄養士

県内の医薬品卸で栄養
士の仕事をしているの
は一人だけという使命
感がパワーの源です。

筑後営業部　医療食品担当

江﨑　雅子　栄養士

一期一会。今まで出逢えた
方々、そしてこれから出逢う
人たちとの一時一時を大切に
していきたいと思います。

鹿児島営業部　医療食品担当　

瀬戸口　涼子　栄養士　

自分が紹介した商品で患者さん
が喜んでくださったということを
聞いたときが一番嬉しい！

宮崎営業部　医療食品担当　

高畑　雅代　栄養士

『医療食品といえば翔薬』と
言っていただけるような情報
提供活動をしていきたいです。

昨年10 月号は、非常食の特集で、
マジックライスも紹介されました。

翔薬の栄養士さんに今後の
抱負を一言いただきました。
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お客様 INTERVIEW
インタビュー

　九州・熊本を拠点に、学校・病院・
施設および外食産業向けの様々な
食材を提供している㈱ハウディ。取
扱商品は、１０，０００種を超えて
いるとのこと。また、商品の流通だ
けでなく、知的サービスの提供にも
力を入れており、情報誌の作成や
管理栄養士による食材・メニューな
どの多角的な提案も行っています。
今回は、特販部の４名の管理栄養
士さんにお話をうかがいました。

Q. 御社のモットーについてお聞か

せ下さい。

１．良質の商品と、知的サービス  
を提供し、外食産業に貢献する 
２．食生活の向上と食文化の発
展に貢献する
３．お客様の利益創造に役立ち、
地域社会に貢献する
４．信頼・協力・和の精神と創
意工夫により、社員の幸福と会
社の繁栄を計る
をモットーとしております。

Q. 仕事のやりがいは何ですか？　
　お客様とメーカー様をつなぐ架
け橋になっていると思っておりま
す。よりお客様に近い存在でいる
ことを心がけており、現場に行っ
てお客様の生の声を集めて、お
客様それぞれに応じた商品を提供
しています。全国のメーカー様か
ら10,000 種を超える商品を取り
扱っているので、管理や情報収集
には苦労しますが、お客様の要望
に応えることが一番の喜びです。
外食産業食品流通サービス業とし
て商品の提供はもちろん、食を通
じてコミュニケーションを取れるよ

うに、ハウディオリジナルのネッ
トワークを広げていきたいと思い
ます。

Q. サタケのマジックライスを知る

きっかけは？　
　「非常食を備蓄したい」という
お客様からのアルファ化米に関す
る問い合わせを受け、メーカーを
探している時にサタケのマジック
ライスを知りました。小ロットから
や短納期でも対応してくれるので
助かっています。サタケのマジッ
クライスを取り扱い始めて、サン
プルをいくつか取り寄せていた、
ちょうどその頃、九州に大きな台
風が襲来しました。会社周辺全て
が停電になった時、そのサンプル
用のマジックライスが大活躍！温
かいごはんを食べることができ、
1日中停電で不安だった中、と
てもホッとすることができました。
非常食はあまり美味しくないので
は…と思っていたのですが、とん
でもない！！とても美味しくて、こ
れならお客様にも自信を持ってオ
ススメできると思いました。

特販部　平田 孝二 部長

     「食」を通じて社会貢献

　最近は「食育」「郷土食」という言葉
をよく耳にします。「食育基本法」も施
行され、食生活を取り巻く環境の変化
から朝食欠食の増加、偏った栄養摂取
による生活習慣病の若年化、肥満、食
物アレルギーの増加などの問題も多く
なりました。また、２０１５年には４
人に一人が高齢者という超高齢者社会
を迎えると言われています。そうした
背景が給食の現場にも変化をもたらし
ていくと思われます。介護食・治療食
等の専門知識が必要な事柄については、
４人の栄養士からアドバイスを受け、よ
り時代に合った食材・商品を提案してい
きたいと思います。ともあれ商売のスタ
ンスとは別に「健康への貢献」をスロー

ガンに食の提案を実現したいと考えて
おります。単なる食の供給としとして
の給食ではなく、給食のなかに日本の
食文化や食育を取り入れ、子供たちや
お年寄りに ｢美味しさ｣ ｢楽しさ｣ を
知らせていきたいと考えております。

本社：熊本市流通団地１－８
創業：昭和２７年
資本金：７３,９２０,000 円
従業員：１７１名
URL：http://www.howdy.co.jp
事業内容：
冷凍食品・水産加工品・凍菜・冷凍畜肉・カッ
ト野菜・冷蔵品各種 
加工食品・缶詰・調味料・海産物・その他
外食産業に必要な食材の販売・流通

会社概要

　社内外からの問い合わせに、東奔西走して情報収集、日々勉強ですとい
う皆さん。そのパワーの秘訣は？と伺うと、休日はゆっくり休養して、旅行
や温泉に行ったりとリフレッシュしているとのこと。でも、美味しいお酒や
お食事を嗜むのが一番です！と、美味しい料理のことはかなり詳しいご様子。
店頭で売られている商品を見ても、ついつい商品の栄養成分や味が気にな
り、調べてしまうのだとか。栄養士さんならではの食通ぶりも垣間見られま
した。

編 集 後 記

例）商品だけでなくメニュー提案も！？
災害時用に、非常食をメニュー
化して提案してあります。
３日分の食事を、栄養価なども
考慮して献立が立ててあるので、
具体的なイメージができるとお客
様にも好評とのこと。　

Q. 御社独自の強みの中で、情報誌

を使った提案があるとうかがいまし

たが・・・　

　 お 客 様 別 に、 情 報 誌　（ ハ
ウディニュース、 ぷらすデリ、
DINING　EXPRESS）を発刊 
しています。メーカー様の新商品
の情報や、季節に合わせた献立
の提案を掲載しています。写真撮
影から、記事の校正まで自分たち
で行っているので、お客様が求め
ている情報をより多く掲載できる
ように、日々アンテナを張ってい
ます。情報誌と連動して、掲載商
品の売上が上がると仕事冥利につ
きます。

（１）スポーツの合宿で栄養管理をしてい
る仕事を見てこの仕事を知り、生きる上で
大切な「食事」の管理ができるようになり
たいと思いました。（2）施設・学校などの
献立会へ商品紹介に行きます。調理の現
場の方にメニューを提案し、採用されると
それまでの苦労が報われます。（3）取り扱
い食品全てについてもっと勉強し、新入社
員向けの社内教育もしていきたいです。

本社 特販部
矢野 智恵子
管理栄養士

カタログの中でマジックライスを使っ
た献立を掲載して頂きました。

（１）幼い頃の将来の夢は宇宙飛行士で、
宇宙食への興味を持ち、人体に様々な影響
を及ぼす栄養素についてもっと勉強したい
と思ったことがきっかけです。（2）定期的
に発刊している情報誌の制作を担当してい
ます。お客様が楽しみに待っていて下さって
いるとの声が、励みになっています。（3）ど
んどん新しい企画を立て、よりお客様に喜
ばれるような誌面作りをしていきたいです。

本社 特販部
山口　忍

管理栄養士

（１）料理が大好き、食べ物についてもっ
と専門的に勉強したいと思いました。また、
給食などの現場でまだまだ改善できること
があるのではと思って仕事しています。（２）
支店の栄養士は１人なので、支店のお客
様のところへ行き、情報収集・提案を行っ
ています。お客様に“助かった”といわれ
たときが一番嬉しいです。（３）栄養士と
して、頼られる存在になりたいです。 

九州北支店　特販部
井手　さおり
管理栄養士

（1）母親が健康や食事に大変気を使っていて、
幼い頃から栄養について考える環境にありまし
た。その影響もあり、「食と栄養」について専門
的に学びたいと思いました。（2）情報誌や販促
のＰＯＰ等を作っています。自分の作ったＰＯＰ
が店頭に並んでいるのを見ると、うれしくなりや
る気がわいてきます。（3）商品知識を深めていく
とともに、営業をサポートし、知的サービスを提
供できるようレベルアップを図っていきたいです。

本社 特販部
藤原　美佳
管理栄養士

栄養士さんに、（1）栄養士を目指したきっかけ、（2）日々の仕事とやりがいを感じること、
（3）今後の目標について伺いました。
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１．はじめに
　近年、工業だけではなく農業の
グローバル化も急激に進みつつあ
りますが、我が国の農産物生産
は、土地が狭くて高価であるとい
うコスト的に決定的なハンディが
あります。従って、これからの日
本の農業では高品質性と安全性
において海外の農産物より圧倒
的な優位に立つということが非常
に重要な要素になっていくと考え
られます。
　サタケの圃場生育診断システム
はそのような課題解決のためのＩ
Ｔ応用製品であり、安価で簡便な、
現実的なリモートセンシングシス
テムとして開発した商品です。今
回はシステムの概要と画像処理と
解析手法の基本技術について紹
介します。

 

2. サタケの圃場生育診断システ
ムの概要

（1）データ採取時期と解析目的
①撮影時期は穂肥を与える前の

幼穂形成期頃と収穫 2 週間前
頃で、それぞれ圃場毎の生育診
断と収穫玄米タンパク値の予測
を行います。

②幼穂形成期の生育診断をする
ことにより適切な施肥を実施
でき、対象圃場の米の高品質
化を図ることができます。幼穂
形成期の葉身窒素量毎の高品
質米栽培目的施肥診断情報を
データベース化すれば圃場毎の
適正な施肥を直ちに表示するこ
とが可能です。また、収穫玄米
のタンパク値を予測することに
より収穫籾の計画的な品質別
仕分け管理ができ、ブランド化
による有利販売が可能になりま
す。

(2) 画像データ取得作業（図１）
①圃場の脇に行き、高さ11m( 高

所 作 業 車 利 用 式 ) ま た は
13m( 油圧式伸縮ポール式 ) の
高さからデジタル一眼レフカメ
ラで斜め下方の水稲圃場群を
撮影します（R

※2

GB/NIRデータ） 。
② 8 ｍ角くらいの任意エリア 1 区

画内の葉身窒素量 ( 葉身 30 枚
分 ) をアグリエキスパートという
葉身窒素含有率測定器 ( サタ
ケ製 ) でグ

※3

ランドトゥルースを
採取します。

③ 1 箇所からのデータ採取作業
は二人で 20 〜 30 分、撮影範
囲は晴天時で 100ha 分、曇天
時で 200ha 分 ( 逆光撮影がな
いため ) になります。

(3) 他方式のリモートセンシン
グシステムとの比較
　他方式のリモートセンシングシ
ステムとしては、衛星や飛行機を
利用したシステムがよく知られてい

図 1　アグリビュー概要

技術本部　穀物研究室
室長　香

か が わ

川 清
き よ と

登

Keywords: リモートセンシング、ディジタル 1 眼レフカメラ、

画像処理、ケ
※1

モメトリクス、生育診断

・幼穂形成期圃場撮影（生育診断）
・収穫2週間前の圃場撮影
　（収穫玄米タンパク値予測）

画像解析
・生育診断
・収穫玄米タンパク予測

基準葉身窒素量測定
（8m×8m区画・30枚）

・生育診断→適正施肥による高品質米の生産
・タンパク値予測→品質仕分けによるブランド化

9.0

8.5

8.0

7.5

7.0

6.5

6.0
6.0 6.5 7.0 7.5 8.0 8.5 9.0

予測値
（％）

化学分析値（％）

相関係数 0.91
標準誤差 0.17
n=180

図 2　画像から玄米タンパク質含有率の予測
　　　（広島、中生新千本）

ます。それらのシステムに対して、
アグリビューの優位点は表１の通
りで、導入することにより、次の
ようなメリットがあります。
①適切な施肥計画により良食味

米栽培を支援
②収穫前の玄米タンパク含有率

推定により、共乾施設での計
画的仕分け入荷が可能

③施肥のムダを防止して品質ムラ
を解消し、環境への影響を抑
えられる

④広域圃場での測定が可能
⑤従来のリモートセンシングシス

テムと比較して設備投資、ラン
ニングコストが安価、等

3. 画像処理の主な技術
　画像情報から正確な分析を行う
ため、アグリビューでは以下の画
像処理技術を用いています。
(1) ガンマ補正
　デジタルカメラの撮像素子の入
射光に対する感度はリニア性が
確保されていません。そのため使
用カメラの入射光量と各素子の出
力の関係をリニア特性に変換でき
る補正式を開発しています。
(2) 周辺減光補正
　レンズの光学特性により撮影
画像は周辺部が減光された状態
になります。その特性は使用する
カメラのレンズ型式により違うた
め、使用するカメラの周辺減光特

性を解析して画像全体が実態と
同じ光量割合になる補正式を開
発しています。
(3) 歪曲収差補正
　レンズの光学特性により撮影
画像は周辺部が微妙に歪曲した
状態になります。正確な解析のた
め、歪曲状態を補正して正確な形
状の画像を得られる補正式を開
発しています。
(4) 正投影変換
　斜めから撮影した画像には誤
差要因となる水面などが写り込ま
ないため正確な解析ができます。
しかし、各撮像素子が分担するエ
リア面積に大きな差があり、正確
な平均値を算出するためのネック
となります。そのため、逆透視変
換という図学的手法を用いて撮影
画像を真上から見たオルソ画像に
変換し、各撮像素子の分担する
エリア面積を計算して重み付けを
します。そのような手法を採用す
ることにより正確な平均値を算出
する解析式を開発しています。

4. 誤差をキャンセルする解析式
( 検量線 ) 開発
(1) 品種や年産、地域差
　品種、年産、地域などによる
解析誤差は殆どがバイアス分にな
ります。その誤差をキャンセルす
るためにダミー変数付加式多変
量解析手法で開発した検量線を

採用しています。ダミー変数付加
式多変量解析とは、検量線開発
時にそれぞれのデータ採取時条
件により存在すると思われるバイ
アス分も一つの説明変数として解
析時に付加する手法です。この手
法によりそれぞれの条件時のバイ
アス分がキャンセルされた基本検
量線を得ることが出来ます。その
基本検量線で算出した数値群に
対して何らかの方法でバイアス分
を補正してやれば各条件に左右さ
れない計算結果が得られます。そ
の補正はアグリエキスパートによ
るグランドトゥルースの採取によ
り簡単に実現できます。
(2) 太陽光の量とスペクトルバラ
ンス
　撮影時間や撮影方向および天
候の違いによる太陽光量やスペ
クトルバランスの違いは撮影画像
の RGB、NIR 各データを対数化
することにより、全てバイアス分
の数値として表されます。従って、
各波長の光量を対数化し、グラン
ドトゥルースを採取してバイアス
分を補正すれば前述の誤差要因
はキャンセルできます。この手法
の採用もアグリエキスパートを使
用して簡単にグランドトゥルース
が測定できるサタケ圃場生育診
断システムならではの特長です。

用語解説
※ 1　数学的手法を用いて、化学データの情報量の最大化を行う事。
※ 2　可視光（RGB）のデータと近赤外線（NIR）のデータ。
※ 3　圃場の一部から採取した補正のための基準値（真値データ）。

表 1　リモートセンシングシステムに対してのアグリビューの優位点

導入コスト

運用コスト

幼穂形成期頃の生育診断

撮影制約

撮影の日程計画

撮影面積

撮影画像に対する障害物

・装置の購入費が他の手法より安価。

・撮影や解析の人件費程度で診断可能。

・斜めからの測定で水面の映り込みがなく､精度が良い。

・晴天時だけでなく､曇天時でも撮影可能。

・観測衛星や飛行機とことなり､自由に撮影できる。

・他の手法に比べて、撮影面積は狭い。

・雲や大気の揺らぎによる影響を殆ど受けない。

項目 優位点

（窒素含有量分析画面例）

　アグリビューは、撮影し
た画像データを記録するこ
とができます。
　高い場所から広い範囲を
撮影できるので防犯用の監
視カメラとしても活躍しま
す。
　夜間、無人になる場所や
人通りの少ない場所の監視
に最適です。

アグリビューは
防犯でも大活躍



�� TASTY vol.36 ��TASTY vol.36

サタケ施工の「鹿沼市堆肥化センター」がオープン
日本有数の堆肥化センターとして稼動開始

光選別機「オプティカルソーター」を新発売
大規模農家向けに適合した性能と低価格化を実現

　平成 18 年 11月 2 日、サタケ

が受注した栃木県の鹿沼市堆肥

化センターのオープン式典が行わ

れ、日本で有数の堆肥化センター

が稼動を開始しました。

　鹿沼市堆肥化センターは、農

村の生活環境改善、家畜排せつ

物の適正処理、有機性資源の有

効利用とリサイクルの促進などを

目的に鹿沼市が企画・推進したも

ので、家畜ふん尿や給食の生ゴミ

などを籾殻や稲わらなどとともに

発酵させ堆肥化する施設として、

鹿沼市油田地区 4.57ha の敷地

に総事業費 23 億 900 万円で建

設されました。年間処理規模は

約 3 万トン。同センターには、高

速発酵促進機、ロータリー撹拌

機、脱臭装置や炭化装置などが

設備されていますが、これらのプ

ラント機械、建築工事をサタケが

一括受注しました。

　サタケは、今後も家畜排せつ

物の適正処理及び土づくりの推

進のために、良質な堆肥が製造

できる環境にやさしい堆肥化施設

の提供を行います。また、バイオ

マスガス化発電など資源の有効

利用を考えた施設を提案し、環境・

循環型社会の構築に貢献したい

と考えています。

鹿沼市堆肥化センター全景

　サタケは、大規模農家や生産

組合向けに適合した性能と低価

格の光選別機「オプティカルソー

ター」を 2 機種 1月11日から販

売しました。

　「オプティカルソーター」は、

大規模農家や生産組合からの「5

〜 8 インチクラスの業務用籾摺

機ラインに適した性能と低価格

の光選別機が欲しい」というご

要望にお応えした新開発の光選

別機です。従来の中 ･大型マジッ

クソーターは、主に精米工場・共

同乾燥調製施設等の大型施設向

けであり、必ずしも大規模農家や

生産組合向けに適合したものでは

ありませんでした。

　「オプティカルソーター」はこの

ような点を考慮し、(1) お求めや

すい価格、(2) 業務用籾摺機（5

〜 8 インチ）に適合した選別 ･

処理能力、(3) 操作性に優れた設

計、などを実現しました。

　昨今、米の品質向上や安全性

の確保が強く求められており、今

後の積極的な農業経営に光選別

機の役割はさらに高まると思われ

ます。光選別機でも業界パイオニ

アであるサタケは、農家の方々に

コストパフォーマンスの高い「オプ

ティカルソーター」を、自信を持っ

てお勧めします。

施設竣工

新製品

オプティカルソーター (GS5880AIS)

サタケ ･ インターナショナル ･ バンコクを開設
現地法人設立によりアジア地域の営業戦略強化を図る

ミニライスセンターの模型セットを製作
1/50 サイズの模型でお客様との商談をスムーズに

海外

営業活動

　サタケは、アジア地域の営業

戦略強化のため、これまでのバ

ンコク駐在所を格上げし、タイ

に新しく現地法人「サタケ･ イン

ターナショナル･バンコク(Satake 

International Bangkok Co.,Ltd.：

略称 SIB)」を1月12 日に開設し

ました。

　SIB は、精米機器などの現地

生産工場であるサタケ･ タイラン

ド (STH) からの輸出機能を充実

させ、販売強化を図る目的で設立

しました。特にタイ･ インド間の

FTA( 自由貿易協定 ) 締結 ･ 実施

に伴うインド市場への積極的輸

出や、ベトナム、ミャンマー、ラ

オス、カンボジア、マレーシア等

の周辺諸国への販売活動を活発

化します。また、タイ及び周辺諸

国において、バイオマスガス化発

電設備等の米以外の新分野での

事業拡大も視野に入れています。

　これまで STH 製品については、

サタケ本社 ( 日本 ) を通す三国間

貿易で輸出を行っていましたが、

今後 SIB による直接輸出も行い、

販売競争力の強化や業務の効率

化により、売上･ 利益の拡大を目

指します。SIB は当初 8 名の人員

構成でスタートし、初年度 (2007

年度 )10 億円の売上を計画してい

ます。

サタケ・インターナショナル・バンコク (SIB)

　サタケは、ミニライスセンター（Ｍ

ＲＣ）の商談や説明会などでの

説明を分かりやすくしたり、お客

様のご要望を正確に把握するた

め、1/50 サイズのＭＲＣ模型セッ

トを製作しました。

　昨今、政府の担い手政策の影

響などで、大規模農家および営

農集団・法人の農地集積化が進

み、ＭＲＣの需要が増加していま

す。そのため、ＭＲＣの商談や説

明会の頻度が増えていますが、乾

燥機や籾摺機の単品導入と異な

り、お客様に対しプラント設計図

面による説明が必要になります。

その場合に、設計内容がうまく伝

わらなかったり、ご要望が十分に

把握できないなどの問題がありま

した。

　このような問題を解決するた

め、 こ の た び 1/50 サ イズ の

MRC 模型セットを製作しました。

このセットには、ＭＲＣで必要と

される乾燥機から籾摺機、選別

機、計量機などが全て含まれてお

り、商談などでお客様と営業マン

が模型を動かしながら設計検討す

ることができます。また、お客様

との検討で決まった模型の配置を

モバイル等で撮影し、その画像を

参考に迅速・確実な設計作業に

入ることができます。なお、この

ＭＲＣセットはサタケの営業ツー

ルであり非売品です。

模型によるレイアウト例

サタケ・タイランド (STH)




